
　令和４年３月８日(火)に栃木県立県央産業技術専門校建築設備科の生徒に｢サドル付分水
栓の構造と取付けの講義とその実技指導｣を実施しました。
　これは、同校が栃木県管工事業協同組合連合会に依頼し、栃管連からの協力依頼を受けて
当組合が実施したもので、人材不足が顕在化し、担い手の確保・育成が喫緊の課題となって
いる管工事業界にとっても、業界のイメージアップ、若手技能者の就業対策にも寄与するも
のとの考えから実現したものです。
　当日は、青年部会の指導により、建築設備科２年生１０名と１年生１０名の計２０名が
｢給水装置や分水栓の仕組み｣を受講し、その後、組合の敷地内に組み立てられた口径１００
ミリの鋳鉄管の練習用配管で生徒全員が、分水栓の取付け、穿孔、通水などの分水作業を体
験しました。

開会の辞を述べる青年部会 倉持副部会長  挨拶をする和田理事長

挨拶をする黒川教育技術委員長  講義を行う青年部会 西浦副部会長

講義を受ける生徒たち  実技講習の講師を務める青年部会員

　　　令和４年３月８日(火)に栃木県立県央産業技術

　　　専門校の生徒を対象に｢分水作業実技講習会｣を

　　　実施しました。



実技講習を行う生徒①（２年生）  実技講習を行う生徒②（２年生）

実技講習を行う生徒③（１年生）  実技講習を行う生徒④（１年生）

古沢助教授による｢講評｣  閉会の挨拶をする青年部会 福冨部会長

　参加者による記念写真


